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夕方になると、イエスは十二人と一緒にそこへ行かれた。一同が席に着いて食事をしているとき、イエス

は言われた。「はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人で、わたしと一緒に食事をしている者が、わ

たしを裏切ろうとしている。」弟子たちは心を痛めて、「まさかわたしのことでは」と代わる代わる言い始め

た。 

（マルコによる福音書 14 章 17―19 節） 

 

 ２０２０年度は、入学式の中止、そしてネット配信授業のみの春学期、レポート試験の春学期末試験と、

特に１回生の皆さんにとっては、予想外の大学生活のスタートとなってしまいました。しかしながら、ようや

く秋学期からは対面授業が再開することとなり、皆さんが登校してくるようになりました。寂しかったキャン

パスに、にぎやかさが戻ってきました。２回生以上の皆さんにとってはこれまでの大学生活に戻ったわけ

ですよね。 

 しばらく前までは、皆さんは自分自身が大学に通えなくなるなどということは考えられなかったのではな

いでしょうか。ところが、それが今、日本中で、そして世界中で多くの人の現実になりました。大学に通い

たくても通うことができなくなったのです。 

 ところで、「日本の大学進学率は低い」、そんな話を耳にしたことはないでしょうか。「アメリカなどと比べ

ると低い気もする」や、「日本でも最近はほとんどの人が大学に進学するからそんなことはないはず」な

ど、さまざまな意見がありそうです。大学進学状況を把握するのに、よく使われる指標が文部科学省によ

る学校基本調査です。２０１９年に行われたこの調査によると、大学等への進学率は 58・１％にも及びま

す。大学「等」とされるのは、大学以外に短期大学や高等学校の専攻科を含んでいるためです。ちなみ

に、大学と短期大学の内訳はどのようになっているでしょうか。これは大学の比率が圧倒的に大きく、

58・１％のうちの 53・７％は大学進学、残り４・４％が短大進学となっています。 

 このように、今や２人に１人以上が大学や短期大学に通う時代になりました。過去から振り返ってみて

も、１９５４年に統計が発表されて以来、その数字はなだらかに上昇し続け、２００５年の時点で 50％を超

えています。１９５４年時点では、大学や短大への進学率がわずか１割であったことを踏まえると、人々に

とっての大学の立ち位置が年々変わりつつあると言えるでしょう。つまり、進学者のうちの９割以上は大

学に進学しているということです。ちなみに、大学等への現役進学率は 54・８％なので、現役で進学する

人が多いようです。 
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 では、２人に１人以上が大学に進学するという日本は、他国と比べて進学率が高いのでしょうか。世界

全体で見ると、発展途上国ではまだまだ１桁台の進学率の国々があります。そこで、日本と似た経済状況

にある国と比較するため、ＯＥＣＤ加盟国の数値を見てみましょう。ＯＥＣＤデータを参考に文部科学省が

作った２０１０年の資料によると、１位はオーストラリアで、96％とほぼ１００％に近い数字を出しています。

このデータで、ＯＥＣＤ平均は 62％です。調査当時の日本の大学進学率が 51％であることを考慮する

と、増加傾向にある日本の進学率も他国と比較するとまだ低いと言えるでしょう。 

 ちなみに、同じアジア圏の韓国は 71％で、日本を大きく上回る結果となっています。また、日本人に馴

染みのある国としては、イタリアやドイツが日本より下位に位置しています。 

 ２人に１人が大学に進学すると言いますが、実は地域差が大きいです。２０１６年のデータでは、東京都

の大学進学率が 72・７％と高い水準にある一方、鹿児島県は 35・８％で 30％以上の開きがあること

が分かります。では、なぜ東京都では４人に３人近くもの若者が大学に進学するのでしょうか。大学進学

が当たり前になったとはいえ、進学には費用が伴うことから経済的ゆとりが必要になります。そういう意味

では、平均年収が都道府県で最も高い東京都が進学率も高くなっているのだと思われます。 

 さらに、女性の進学が当たり前になりましたが、日本では２０１９年の男子の大学進学率が 56・６％、女

子が 50・７％とまだ少し差があります。一方、短期大学への進学率は男子が１・０％、女子が７・９％です。

なお、世界各国を見てみると、北欧諸国を中心に女子の大学進学率が男子を上回っている事例もありま

す。日本でも、高校進学率では女子の方が男子を若干上回っているので、今後日本の大学進学率にお

いても、男女比の構造に変化が生じるかもしれません。 

 さて、このように大学で学ぶということに対しては社会的・経済的な視点で語られることが多いのです

が、今回新型コロナウイルス感染症問題は、違う意味で多くの人から学ぶ喜び、学ぶ権利を奪ってきまし

た。同志社大学の皆さんも、間違いなくその１人になったのでした。ようやく秋学期から元に戻ることがで

きました。１回生の皆さんも楽しみにしてきた大学生活が始まります。しかし決して油断をしてはいけませ

ん。まだまだ新型コロナウイルス感染症問題は終わっていません。この病気はもうしばらく、いやもしかし

たらこれからずっと続くのかもしれません。 

 今日の聖書では、イエスさまがもうすぐ弟子の中の一人が自分を裏切ることになると言われました。イエ

スさまの言葉に弟子たちは、自分はそんなことはしないと思い、お互いに言い合いました。「自分は違う、

そんなことはしない」「まさか私ではないでしょ」と。しかし聖書は、そのまさかに自分がいつでもなる可能

性があると語っているのです。新型コロナウイルス感染症問題を乗り越えるために求められているのは、

この感覚ではないでしょうか。 

 まさか私ではないでしょ、の気持ちが自分から大切なものを奪っていくのです。まさか自分はうつらない

でしょ。うつるはずがないでしょ。人にうつすはずがないでしょ。私には関係ないでしょ。新型コロナウイル

ス感染症は、私たちにそう思わせ、そして大切なものを奪っていくのです。それが皆さんにとっては、学ぶ

喜びであり、学ぶ権利になるのです。これまで学ぶ権利を奪うものは社会的・経済的問題とされてきまし

たが、個人の考え方や行動が直接的にこうした問題とつながるようにしたのが新型コロナウイルス感染

症の拡大のもう一つの側面だと思うのです。 

 さて、いよいよ本格的に大学生活が始まります。まずはＤＵＥＴで時間割表を見てみましょう。その一つひ
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とつに真正面から取り組み、講義や演習にきちんと向き合いましょう。自分の方から学ぶ喜びと学ぶ権利

を捨てないようにしましょう。そして学ぶ喜びと権利を奪わない、奪われない、その気持ちを大切に、大学

生活を送りましょう。それが新型コロナウイルス感染症問題を前にした私たちにできることの第一歩だと

私は思います。あらゆるところに消毒液が置かれ、教室には着席制限があり、情報教室や食堂にはつい

たてが立ち並んで異様な光景となっています。大学もできる限りの手を尽くして学びの場を守ろうとして

いるのです。 
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